
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

〃

〃

【

公

告

】

担

当

課

（

室

）

○

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

耕

地

課

目

次

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

○

〃

〃

【

規

則

】

○

岡

山

県

福

祉

の

ま

ち

づ

く

り

条

例

施

行

規

則

の

障

害

福

祉

課

○

〃

〃

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

水

島

港

港

湾

計

画

の

変

更

港

湾

課

（

県

例

規

集

登

載

）

○

落

札

者

等

の

決

定

用

度

課

【

告

示

】

【

企

業

局

】

○

建

築

基

準

法

第

五

十

二

条

第

一

項

第

七

号

等

の

建

築

指

導

課

○

岡

山

県

公

営

企

業

に

従

事

す

る

企

業

職

員

の

給

総

務

企

画

課

規

定

に

よ

る

都

市

計

画

区

域

の

う

ち

用

途

地

域

の

与

の

額

及

び

支

給

方

法

に

関

す

る

規

程

の

一

部

を

指

定

の

な

い

区

域

に

お

け

る

建

築

規

制

の

数

値

及

改

正

す

る

規

程

び

そ

の

適

用

区

域

の

指

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

【

人

事

委

員

会

】

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

県

ポ

リ

塩

化

ビ

フ

ェ

ニ

ル

廃

棄

物

処

理

計

循

環

型

社

会

推

進

課

○

岡

山

県

人

事

委

員

会

が

取

り

扱

う

個

人

情

報

の

人

事

委

員

会

画

の

変

更

保

護

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

岡

山

県

人

事

委

員

会

事

務

局

処

務

規

程

の

一

部

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

改

正

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

港

湾

法

第

三

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

港

湾

課

○

簡

易

な

方

法

に

よ

る

開

示

請

求

を

す

る

こ

と

が

〃

臨

港

地

区

内

の

分

区

の

指

定

の

変

更

で

き

る

個

人

情

報

の

指

定

の

廃

止

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

廃

物

と

認

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

放

置

自

転

車

〃

の

処

分

○

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

が

取

り

扱

う

個

人

情

選

挙

管

理

委

員

会

○

港

湾

施

設

の

貸

付

け

の

一

部

改

正

〃

報

の

保

護

に

関

す

る

規

程

の

一

部

改

正

○

都

市

計

画

の

変

更

都

市

計

画

課

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

令和５年３月２８日 第１２４８４号



令和５年３月２８日 第１２４８４号

担

当

課

（

室

）

担

当

課

（

室

）

目

次

目

次

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

五

十

分

の

一

の

〃

○

岡

山

県

収

用

委

員

会

事

務

処

理

規

程

の

一

部

改

収

用

委

員

会

数

及

び

三

分

の

一

の

数

正

○

岡

山

県

収

用

委

員

会

が

取

り

扱

う

個

人

情

報

の

〃

【

監

査

委

員

】

○

岡

山

県

監

査

委

員

が

取

り

扱

う

個

人

情

報

の

保

監

査

事

務

局

保

護

に

関

す

る

規

程

の

一

部

改

正

護

に

関

す

る

規

程

の

一

部

改

正

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

が

取

り

扱

う

個

人

海

区

漁

業

調

整

委

員

【

教

育

委

員

会

】

○

岡

山

県

教

育

委

員

会

文

書

保

存

分

類

表

の

一

部

教

育

委

員

会

情

報

の

保

護

に

関

す

る

規

程

の

一

部

改

正

会

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

【

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

】

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

県

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

が

取

り

扱

う

内

水

面

漁

場

管

理

委

【

警

察

本

部

】

○

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

法

律

施

行

規

程

県

民

広

報

課

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

規

程

の

一

部

改

正

員

会

（

県

例

規

集

登

載

）

（

県

例

規

集

登

載

）

【

公

立

大

学

法

人

岡

山

県

立

大

学

】

○

簡

易

な

方

法

に

よ

る

開

示

請

求

を

す

る

こ

と

が

〃

で

き

る

個

人

情

報

の

指

定

の

廃

止

○

簡

易

な

方

法

に

よ

る

開

示

請

求

を

す

る

こ

と

が

公

立

大

学

法

人

岡

山

で

き

る

個

人

情

報

の

指

定

の

廃

止

県

立

大

学

【

公

安

委

員

会

】

○

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

法

律

施

行

細

則

県

民

広

報

課

○

岡

山

県

道

路

交

通

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

交

通

規

制

課

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

労

働

委

員

会

】

○

岡

山

県

労

働

委

員

会

が

取

り

扱

う

個

人

情

報

の

労

働

委

員

会

保

護

に

関

す

る

規

程

の

一

部

改

正
（

県

例

規

集

登

載

）

【

収

用

委

員

会

】



◎
岡
山
県
規
則
第
四
十
一
号

岡
山
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
部

の
項
４
ロ
中
「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」
に

「
博
物
館

、

（一）

に
相
当
す
る
施
設
」
を
「
指
定
施
設
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
七
号

平
成
二
十
六
年
岡
山
県
告
示
第
四
百
五
号
（
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
七
号
等
の
規
定
に

よ
る
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
に
お
け
る
建
築
規
制
の
数
値
及
び
そ
の
適

用
区
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

題
名
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

本
則
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
八
号

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律

第
六
十
五
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
岡
山
県
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
処
理
計
画
（
平

成
二
十
年
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
令
和
五
年
三
月
二
十
日
付
け
で
変
更
し
た
の
で
、

岡
山
県
環
境
文
化
部
循
環
型
社
会
推
進
課
及
び
各
県
民
局
地
域
政
策
部
環
境
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

真
庭
市
蒜
山
下
和
字
植
杉
二
二
七
四
の
九
三
、
二
二
七
四
の
九
四
、
二
二
七
四
の
一
〇
五
か
ら
二

二
七
四
の
一
〇
七
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

新
見
多
里
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新
見
市
神
郷
釜
村
字
小
ふ
け
川
端
二
七
七
八
番

二
三
六
・
〇

一
地
先
か
ら

四
・
八
～

三
六
・
八

新
見
市
神
郷
釜
村
字
弥
四
郎
田
二
七
八
六
番
一

〇
地
先
ま
で

新
見
市
神
郷
釜
村
字
小
ふ
け
川
端
二
七
七
八
番

新

一
地
先
か
ら

二
〇
一
・
三

新
見
市
神
郷
釜
村
字
七
百
田
二
七
八
〇
番
一
地

九
・
八
～

先
を
経
て

四
二
・
六

新
見
市
神
郷
釜
村
字
弥
四
郎
田
二
七
八
六
番
一

〇
地
先
ま
で

新
見
市
神
郷
釜
村
字
小
ふ
け
川
端
二
七
七
八
番

二
三
六
・
〇

一
地
先
か
ら

旧

四
・
八
～

三
六
・
八

新
見
市
神
郷
釜
村
字
弥
四
郎
田
二
七
八
六
番
一

〇
地
先
ま
で

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

新
見
多
里
線

新
見
市
神
郷
釜
村
字
小
ふ
け
川
端
二
七
七
八
番
一
地

令
和
五
年
三

先
か
ら

月
二
十
八
日

新
見
市
神
郷
釜
村
字
七
百
田
二
七
八
〇
番
一
地
先
を

経
て

新
見
市
神
郷
釜
村
字
弥
四
郎
田
二
七
八
六
番
一
〇
地

先
ま
で

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
二
号 

 

昭
和
四
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
号
（
港
湾
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
臨
港
地

区
内
の
分
区
の
指
定
）
で
指
定
し
た
臨
港
地
区
の
分
区
の
う
ち
、
水
島
港
臨
港
地
区
に
係
る
商
港
区
、

工
業
港
区
及
び
修
景
厚
生
港
区
の
区
域
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、
分
区
及
び
そ
の
区
域
の
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
及
び
岡
山
県
備
中
県
民
局
水
島
港

湾
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
三
号 

岡
山
県
快
適
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
七
十
四
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
廃
物
と
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
放
置
自
転
車
の

処
分
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

放
置
自
転
車
の
車
輪
の
大
き
さ
及
び
フ
レ
ー
ム
の
色
、
数
量
並
び
に
自
転
車
防
犯
登
録
番
号
標
等 

      

二 

条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
っ
た
日 

令
和
五
年
二
月
二
十
四
日 

三 

放
置
さ
れ
て
い
る
場
所 

玉
野
市
築
港
一
丁
目
地
先 

宇
野
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
東
駐
輪
場 

四 

こ
の
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
場
合
は
、
一
の
放
置
自
転
車
を
処
分
す

る
。 

五 

担
当
部
課
名
及
び
連
絡
先 

岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
宇
野
港
管
理
事
務
所 

玉
野
市
宇
野
一
丁
目
八
番
九
号 

電
話
番
号 

〇
八
六
三
―
三
一
―
三
二
一
一 

 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

車
輪
の
大
き
さ
及
び
フ
レ
ー
ム
の
色 

 

一
台 

一
台 

数
量 

 

愛
知
県
警
察
一
九
ア
五
七
八
一
〇 

不
明 

自
転
車
防
犯
登
録
番
号
標
等 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
四
号

平
成
二
十
六
年
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
八
号
（
港
湾
施
設
の
貸
付
け
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

三
の
３
の

の
表
野
積
場
の
項
中
「
一
六
三
、
二
九
三
・
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
一
七
一
、
六

（１）

四
五
・
〇
三
平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
３
の

の
表
そ
の
他
附
帯
施
設
の
項
中
「
受
変
電
施
設
」

（３）

の
下
に
「
、
便
所
」
を
加
え
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
の
で
、
当
該
都
市
計
画

の
変
更
の
図
書
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域
区
分 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

計
画
図
の
と
お
り
（
計
画
図
は
省
略
し
、
三
の
縦
覧
場
所
で
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
、
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
臨
港
地
区
（
水
島
港
臨
港
地
区
）
を
変
更
し
た

の
で
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
の
図
書
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
臨
港
地
区
（
水
島
港
臨
港
地
区
） 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

計
画
図
の
と
お
り
（
計
画
図
は
省
略
し
、
三
の
縦
覧
場
所
で
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
、
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



〔
一
四
五
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。     

 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

事
業
主
体 

 
 

 
 

地 

区 

名      
 

 
 

工 
 

種 
 

 
 

 

完
了
年
月
日 

 

足
守
土
地
改
良
区 

 

大
木
谷 

 
 

 
 

 
 

 

か
ん
が
い
排
水 

 
 

令
和
五
・ 

二
・ 

八 

〃       
 

       

中
ノ
窪 

 
 

 
 

 
 

 

〃  
 

     
 

 
 

 

令
和
五
・ 

三
・ 

十 

〃       
 

       
上
土
田
水
路 

 
 

 
 

 

〃     
 

   
 

 
 

令
和
五
・ 

三
・ 

十 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



〔
一
四
六
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

久
米
郡
美
咲
町
中
垪

和
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
二
月
二
十
七
日 

終

了

年

月

日 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



〔
一
四
七
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
苫
田
ダ
ム
管
理
所
長
か
ら
次
の
と

お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

   

苫
田
郡
鏡
野
町
久
田

下
原
地
内
～
杉
地
内 

苫
田
郡
鏡
野
町
地
内

（
奥
津
湖
周
辺
） 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
測
量
） 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
二
月
二
十
二
日 

令
和
四
年
十
二
月
一
日 

終

了

年

月

日 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



〔
一
四
八
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

高
梁
市
成
羽
町
下
原

及
び
成
羽
町
星
原
地

内 測

量

区

域 

公
共
測
量
（
路
線
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
三
月
十
六
日 

終

了

年

月

日 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



〔
一
四
九
〕
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
水
島
港

港
湾
計
画
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
島
港 

港
湾
管
理
者 

 

岡 
 

 
 

山 
 

 
 

県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

変
更
事
項 

１ 

玉
島
地
区
に
お
け
る
公
共
埠ふ

頭
計
画 

２ 

玉
島
地
区
に
お
け
る
専
用
埠ふ

頭
計
画 

３ 

玉
島
地
区
に
お
け
る
土
地
利
用
計
画 

二 

変
更
後
の
港
湾
計
画
の
縦
覧
場
所 

岡
山
県
土
木
部
港
湾
課
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
） 

岡
山
県
備
中
県
民
局
水
島
港
湾
事
務
所
（
倉
敷
市
水
島
福
崎
町
一
番
一
二
号
） 

 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



〔
一
五
〇
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量 

庁
用
自
動
車
リ
ー
ス
業
務
（
小
型
貨
物
自
動
車
） 

三
〇
台 

二 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

岡
山
県
出
納
局
用
度
課 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

三 

落
札
者
を
決
定
し
た
日 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

四 

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所 

株
式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
岡
山 

岡
山
市
南
区
新
保
六
五
一
番
地
三 

五 

落
札
金
額 

八
一
、
六
五
一
、
二
四
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
七
、
四
二
二
、
八
四
〇
円
） 

六 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続 

一
般
競
争
入
札 

七 

入
札
公
告
日 

令
和
五
年
二
月
二
十
一
日 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
三
号 

 

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 
 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者 

 

片 
 

山 
 

誠 
 

一 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程 

 

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十

九
年
岡
山
県
営
電
気
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
中
「
並
び
に
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
及
び
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
八
項

を
削
り
、
第
九
項
を
第
八
項
と
し
、
第
十
項
を
第
九
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
八
項
中
「
第
四
条
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第
四
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
二
号

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

吉

松

裕

子

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
人
事
委

員
会
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例(

平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号)

に
基
づ
く
」
を
削
り
、

「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
二
号

」
を
「
個
人
情

）

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

）

行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

）

八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和

四
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
令
和
五
年
岡
山
県
規
則
第
九
号

」
に
改
め
る
。

）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号

人

事

委

員

会

事

務

局

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

吉

松

裕

子

第
五
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

代

決

者

決

裁

者

第
一
次

第
二
次

局
長

次
長

班
長

次
長

班
長
（
総
括
副
参
事
又
は
総
括

主
幹
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に

お
い
て
同
じ

）
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号

平
成
十
八
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号
（
簡
易
な
方
法
に
よ
る
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
個
人
情
報
の
指
定
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

吉

松

裕

子

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
二
号

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
選

管
告
示
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

大

林

裕

一

本
則
中
「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例(

平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号)

に
基
づ
く
」
を
削
り
、

「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
二
号

」
を
「
個
人
情

）

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

）

行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

）

八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和

四
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
令
和
五
年
岡
山
県
規
則
第
九
号

」
に
改
め
る
。

）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
三
号 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

 

大 
 

林 
 

裕 
 

一 

一 

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
一
、
一
一
二 

二 

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八

十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十

万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
（
地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
場
合
を
除
く
。
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
九
四
、
四
四
七 

三 

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が

八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
） 

  

総

社

市 

井

原

市

・

小

田

郡 

笠

岡

市 

玉

野

市 

津
山
市
・
苫
田
郡
・

勝

田

郡 

倉

敷

市

・

都

窪

郡 

岡

山

市

南

区 

岡

山

市

東

区 

岡

山

市

中

区 

岡
山
市
北
区
・
加
賀
郡 

選 
 

挙 
 

区 

 

一
八
、
八
二
〇 

 

一
四
、
七
二
六 

 

一
三
、
一
五
一 

 

一
六
、
一
八
五 

 

三
五
、
三
一
一 

一
三
四
、
〇
六
八 

 

四
五
、
九
九
八 

 

二
五
、
九
六
二 

 

四
〇
、
一
三
五 

 

八
四
、
一
五
四 

数 

 

久

米

郡 

浅

口

市

・

浅

口

郡 

美

作

市

・

英

田

郡 

真

庭

市

・

真

庭

郡 

赤

磐

市 

瀬

戸

内

市 

備

前

市

・

和

気

郡 

新

見

市 

高

梁

市 

選 
 

挙 
 

区 

 

 

五
、
一
〇
一 

 

一
二
、
五
七
五 

 

七
、
八
五
八 

 

一
二
、
三
九
一 

 

一
二
、
〇
二
一 

 

一
〇
、
三
一
〇 

 

一
三
、
一
八
三 

 

七
、
九
二
八 

 

七
、
九
二
〇 

数 

 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
監
査
委
員
告
示
第
一
号 

岡
山
県
監
査
委
員
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
監
査
委
員

告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

岡
山
県
代
表
監
査
委
員 

 

浅 
 

間 
 

義 
 

正 
 

 
 

 

本
則
中
「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例(

平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号)

に
基
づ
く
」
を
削
り
、

「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
二
号
）
」
を
「
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号
）
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和

四
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
令
和
五
年
岡
山
県
規
則
第
九
号
）
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

     
 

 
 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
五
号

庁

中

一

般

教

育

事

務

所

教

育

機

関

県

立

学

校

岡
山
県
教
育
委
員
会
文
書
保
存
分
類
表
（
平
成
八
年
岡
山
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

「

「

５
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

５

第
一
表
Ａ
共
通
の
表
５
人
事
の
部
６
福
利
厚
生
の
項
中

を

５
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

５
６

児
童
手
当

５

」

」

に
改
め
る
。

「

第
一
表
Ｂ
教
育
政
策
の
表
３
秘
書
広
報
の
部
５
広
報
公
聴
の
項
中

を

４

」

「

に
改
め
る
。

４
県
立
学
校
の
魅
力
発
信

５

」

「

「

２
債
権
差
押

３
０

２
債
権
差
押
・
供
託

１
０

第
一
表
Ｃ
財
務
の
表
３
給
与
管
理
の
部
１
給
与
の
項
中

を
」

」

に
改
め
る
。

「

「

４
４

お
か
や
ま
夢
育
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

３

第
一
表
Ｅ
高
校
教
育
の
表
１
総
括
の
部
１
総
括
の
項
中

を
」

」

「

「

に
、

1
0

を

1
0

に
、

社
会
人
講
師
活
用
事
業

３

」

」

「

「

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー

ー

ー

ー

1
8

を

1
8

に
改
め
、
同
表
２
振
興
の
部
１
事
業
費
の
項
中

Ｎ
Ｉ
Ｅ

３

」

」

「

「
を

に
改
め
、
同
部
２
国
庫
補
助
の
項
中

８
旧
岡
山
県
教
育
セ
ン
タ

解
体
事
業
費

１
０

８

」

」

「

「
を

に
改
め
、
同
表
３
指
導
の
部
１
国
際
理
解
教
育
の
項
中

理
科
教
育
等
設
備
整
備
費

５
理
科
教
育
等
設
備
整
備
費

１
０

」

」

「

「

1
1

を

に
改
め
、
同
表
４
職
業
教
育
の
部
１
総
括
の
項
中

留
学
コ

デ
ィ
ネ

タ
３

1
1

留
学
コ

デ
ィ
ネ

タ
３

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
交
流
コ

デ
ィ
ネ

タ
３

」

1
2

」

「

「
を

に
改
め
、
同
表
５
管
理
の
部
Ｌ
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

５
技
能
検
査

３
５

技
能
検
査

３

６
包
括
連
携
協
定

３

」

」

「

５
探
究
フ
ォ

ラ
ム

５

「

項
中

を

に
改
め
る
。

５
探
究
フ
ォ

ラ
ム

５
６

高
校
と
地
域
で
創
る
未
来
の
学
び
プ
ロ
ジ
ェ

５

ク
ト

」

」

「

「

４
成
人
式

３
４

第
一
表
Ｇ
生
涯
学
習
の
表
１
総
括
の
部
１
総
括
の
項
中

を
」

」

「

「

に
改
め
、
同
表
２
振
興
の
部
３
県
費
補
助
の
項
中

を

に
改
め

２
２

日
本
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ

派
遣
費
補
助

５

金

」

」

コ
ン
テ
ン
ツ
サ
イ
ト
事
業

コ
ン
テ
ン
ツ
サ
イ
ト

お
か
や
ま

ま
な
び
と
サ

チ
充
実
事
業

公
民
館
等
を
利
用
し
た
夜
間
学
び
直
し
推
進
事

同
表
３
企
画
推
進
の
部
１
生
涯
学
習
支
援
の
項
中
「

」
を
「

「

」

」
に
、
「

ー

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
４
社
会
教
育
の
部
１
家
庭
・
地
域
教
育
の
項
中

業
学
び
直
し
推
進
事
業

「

「
を

に
改
め
る
。

５
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
推
進
事
業

５
５

、

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



」

」

「

第
一
表
Ｈ
文
化
財
の
表
２
文
化
財
保
護
の
部
６
補
助
金
の
項
中

1
1

を

文
化
資
源
活
用
事
業
費

５

」

「

「

に
改
め
、
同
表
３
埋
蔵
文
化
財
の
部
１
総
括
の
項
中

を

1
1

文
化
資
源
活
用
事
業
費

５
保
護
調
査
指
導
会
・
専
門
委
員
会
・
連
絡
会

３

文
化
財
活
用
促
進

県
費

１
０

議
1
2

（

）

」

」

「

に
改
め
る
。

保
護
調
査
指
導
会
・
専
門
委
員
会
・
連
絡
会

１
０

議

」

第
一
表
Ｉ
福
利
の
表
１
福
利
の
部
２
児
童
手
当
の
項
中
「

」
を
「

（

）
」
に
改
め
、
同
部
３
財
形
貯
蓄
の
項
中
「

」
を
「

」

支
給
内
訳
書

児
童
手
当
関
係
書
類
支
払

加
入
者
控
除
額
一
覧
表

財
形
貯
蓄
控
除
状
況
資
料

「

「

に
、

を

に
改
め
る
。

４
金
融
機
関
別
払
込
明
細
書

３
４

」

」

「

第
一
表
Ｌ
人
権
教
育
・
生
徒
指
導
の
表
３
人
権
教
育
の
部
３
人
権
教
育
推
進
の
項
中

1
3

を

人
権
教
育
講
師
バ
ン
ク

３

」

「

人
権
教
育
講
師
バ
ン
ク

３
1
3

1
4

「

」

に
改
め
る
。

わ
た
し
の
人
権
メ
ッ
セ

ジ
動
画
チ
ャ

３
ー

レ
ン
ジ

」
「

第
二
表
１
共
通
の
表
１
総
括
の
部
９
情
報
技
術
・
情
報
教
育
の
項
中

を

４
一
人
一
台
端
末

３
０

」

「

「

に
改
め
、
同
表
６
職
員
の
部
１
福
利
厚
生
の
項
中

を

４
一
人
一
台
端
末

５
５

」

」

「
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ー

に
改
め
る
。

５
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

５

」

「

第
二
表
２
教
育
事
務
所
の
表
４
学
校
支
援
の
部
Ａ
そ
の
他
教
育
活
動
調
査
研
究
指
導
の
項
中

を

１
そ
の
他
教
育
活
動
総
括

３

」

「

に
改
め
、
同
表
５
生
涯
学
習
の
部
８
情
報
教
育
の
項
中
「

」
を
「

ー

１
そ
の
他
教
育
活
動
総
括

３
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
デ
ジ
タ
ル
ワ

ル
ド

お
か
や
ま

ま
な
び
と
サ

２
教
育
の
情
報
化

３

」

」
に
改
め
る
。

チ

「

第
二
表
８
博
物
館
の
表
２
学
芸
の
部
中

を

２
資
料

１
資
料
借
用
証

３
０

」

「

「

２
資
料
長
期
借

１
資
料
借
用
証

３
０

７
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ

ジ
ア
ム

５
用

に
改
め
、
同
部
３
普
及
事
業
の
項
中

ー

」

」

「

に
改
め
る
。

７
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ

ジ
ア
ム

５
ー

８
地
域
支
援

１
０

」

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
四
年
度
以
降
に
お
い
て
完
結
し
た
文
書
か
ら
適
用
す
る
。
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◎
岡
山
県
警
察
告
示
第
十
八
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
警
察
本
部
長

檜

垣

重

臣

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
程

岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
岡
山
県
警
察
告
示
第
十
号
）
の

全
部
を
改
正
す
る
。

（
趣
旨
）こ

の
規
程
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下

第
一
条

「

」

。
）
、

（

）
、

法

と
い
う

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令

平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号

（

）

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

平
成
二
十
八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号

及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う

）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
岡
山
県
警
察
本
部
長
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に

。

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
の
開
示
方
法
）

次
の
各
号
に
掲
げ
る
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
政

第
二
条

機
関
等
が
定
め
る
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

一

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
又
は
録
音
テ
ー
プ

視
聴
若
し
く
は
聴
取
又
は
複
製
物
の
交
付
の
方
法

二

前
号
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
電
磁
的
記
録

当
該
電
磁
的
記
録
を
印
刷
物
と
し
て
出
力
し
た

も
の
の
閲
覧
又
は
交
付
の
方
法

２

前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
保
有
す
る
処
理
装
置
及
び
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
専
用
機
器
に
出
力
し
た
も
の
を
閲
覧
さ
せ

若
し
く
は
視
聴
さ
せ

又
は
光
デ
ィ
ス
ク

日

、

、

（

本
産
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇
六
及
び
Ｘ
六
二
八
一
又
は
Ｘ
六
二
四
一
に
適
合
す
る
直
径
百
二
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
光
デ
ィ
ス
ク
の
再
生
装
置
で
再
生
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
に
限
る

）
に
複
写
す
る
こ
と

。

が
容
易
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
閲
覧
若
し
く
は
視
聴
又
は
当
該
複
製
物
の
交
付
に
よ

り
開
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
額
等
）

条
例
第
三
条
第
二
項
の
実
施
機
関
が
定
め
る
額
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
三
条

２

写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
は
、
前
納
と
す
る
。

（
そ
の
他
）

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
四
条

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

条
例
附
則
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
行
為
に
係

る
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
程
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
第
三
条
関
係
）

別
表

文
書
の
種
類

写
し
の
交
付
の
方
法

金

額

一

文
書
又
は
図
画

イ

乾
式
複
写
機
に
よ
る
写
し

一
枚
に
つ
き
十
円
。
た

だ
し
、
多
色
刷
り
の
も

の
に
あ
っ
て
は
、
一
枚
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に
つ
き
五
十
円

ロ

乾
式
複
写
機
に
よ
る
写
し

写
し
の
作
成
に
要
す
る

以
外
の
も
の

費
用
に
相
当
す
る
額

二

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

イ

ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

一
巻
に
つ
き
百
十
円

に
複
製
し
た
も
の

ロ

ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

写
し
の
作
成
に
要
す
る

以
外
に
複
製
し
た
も
の

費
用
に
相
当
す
る
額

三

録
音
テ
ー
プ

イ

録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に

一
巻
に
つ
き
九
十
円

複
製
し
た
も
の

ロ

録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
以

写
し
の
作
成
に
要
す
る

外
に
複
製
し
た
も
の

費
用
に
相
当
す
る
額

四

電
磁
的
記
録
（
二
の
項
又

イ

印
刷
物
と
し
て
出
力
し
た

一
枚
に
つ
き
十
円

は
三
の
項
に
該
当
す
る
も
の

も
の

を
除
く

）
。

ロ

光
デ
ィ
ス
ク
（
日
本
産
業

一
枚
に
つ
き
四
十
円

規
格
Ｘ
〇
六
〇
六
及
び
Ｘ
六

二
八
一
に
適
合
す
る
直
径
百

二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
光
デ

ィ
ス
ク
の
再
生
装
置
で
再
生

す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
に

限
る

）
に
複
製
し
た
も
の

。

ハ

光
デ
ィ
ス
ク
（
日
本
産
業

一
枚
に
つ
き
五
十
円

規
格
Ｘ
六
二
四
一
に
適
合
す

る
直
径
百
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
光
デ
ィ
ス
ク
の
再
生
装

置
で
再
生
す
る
こ
と
が
可
能

な
も
の
に
限
る

）
に
複
製

。

し
た
も
の

備
考一

一
の
項
イ
の
場
合
に
お
い
て
、
両
面
印
刷
の
用
紙
を
用
い
る
と
き
は
、
片
面
を
一
枚
と
し
て

額
を
算
定
す
る
。

二

一
の
項
イ
の
場
合
に
お
い
て
、
用
紙
は
、
原
則
と
し
て
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
三
番
ま
で
の

大
き
さ
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
を
超
え
る
大
き
さ
の
規
格
の
用
紙
を
用
い
た
場
合

は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
三
番
に
よ
る
用
紙
を
用
い
た
場
合
の
枚
数
に
換
算
し
て
枚
数
を
計
算

す
る
も
の
と
す
る
。
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◎
岡
山
県
警
察
告
示
第
十
九
号

平
成
十
八
年
岡
山
県
警
察
告
示
第
十
二
号
（
簡
易
な
方
法
に
よ
る
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

個
人
情
報
の
指
定
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
警
察
本
部
長

檜

垣

重

臣

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
全
部

を
改
正
す
る
。

（
趣
旨
）こ

の
規
則
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下

第
一
条

「

」

。
）
、

（

）
、

法

と
い
う

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令

平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号

（

）

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

平
成
二
十
八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号

及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う

）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
岡
山
県
公
安
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に

。

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
の
開
示
方
法
）

次
の
各
号
に
掲
げ
る
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
政

第
二
条

機
関
等
が
定
め
る
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

一

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
又
は
録
音
テ
ー
プ

視
聴
若
し
く
は
聴
取
又
は
複
製
物
の
交
付
の
方
法

二

前
号
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
電
磁
的
記
録

当
該
電
磁
的
記
録
を
印
刷
物
と
し
て
出
力
し
た

も
の
の
閲
覧
又
は
交
付
の
方
法

２

前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
保
有
す
る
処
理
装
置
及
び
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
専
用
機
器
に
出
力
し
た
も
の
を
閲
覧
さ
せ

若
し
く
は
視
聴
さ
せ

又
は
光
デ
ィ
ス
ク

日

、

、

（

本
産
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇
六
及
び
Ｘ
六
二
八
一
又
は
Ｘ
六
二
四
一
に
適
合
す
る
直
径
百
二
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
光
デ
ィ
ス
ク
の
再
生
装
置
で
再
生
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
に
限
る

）
に
複
写
す
る
こ
と

。

が
容
易
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
閲
覧
若
し
く
は
視
聴
又
は
当
該
複
製
物
の
交
付
に
よ

り
開
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
額
等
）

条
例
第
三
条
第
二
項
の
実
施
機
関
が
定
め
る
額
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
三
条

２

写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
は
、
前
納
と
す
る
。

（
委
任
）

、

、

。

第
四
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

必
要
な
事
項
は

岡
山
県
警
察
本
部
長
が
別
に
定
め
る

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

条
例
附
則
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
行
為
に
係

る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
第
三
条
関
係
）

別
表

文
書
の
種
類

写
し
の
交
付
の
方
法

金

額

一

文
書
又
は
図
画

イ

乾
式
複
写
機
に
よ
る
写
し

一
枚
に
つ
き
十
円
。
た

だ
し
、
多
色
刷
り
の
も

の
に
あ
っ
て
は
、
一
枚

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



に
つ
き
五
十
円

ロ

乾
式
複
写
機
に
よ
る
写
し

写
し
の
作
成
に
要
す
る

以
外
の
も
の

費
用
に
相
当
す
る
額

二

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

イ

ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

一
巻
に
つ
き
百
十
円

に
複
製
し
た
も
の

ロ

ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

写
し
の
作
成
に
要
す
る

以
外
に
複
製
し
た
も
の

費
用
に
相
当
す
る
額

三

録
音
テ
ー
プ

イ

録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に

一
巻
に
つ
き
九
十
円

複
製
し
た
も
の

ロ

録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
以

写
し
の
作
成
に
要
す
る

外
に
複
製
し
た
も
の

費
用
に
相
当
す
る
額

四

電
磁
的
記
録
（
二
の
項
又

イ

印
刷
物
と
し
て
出
力
し
た

一
枚
に
つ
き
十
円

は
三
の
項
に
該
当
す
る
も
の

も
の

を
除
く

）
。

ロ

光
デ
ィ
ス
ク
（
日
本
産
業

一
枚
に
つ
き
四
十
円

規
格
Ｘ
〇
六
〇
六
及
び
Ｘ
六

二
八
一
に
適
合
す
る
直
径
百

二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
光
デ

ィ
ス
ク
の
再
生
装
置
で
再
生

す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
に

限
る

）
に
複
製
し
た
も
の

。

ハ

光
デ
ィ
ス
ク
（
日
本
産
業

一
枚
に
つ
き
五
十
円

規
格
Ｘ
六
二
四
一
に
適
合
す

る
直
径
百
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
光
デ
ィ
ス
ク
の
再
生
装

置
で
再
生
す
る
こ
と
が
可
能

な
も
の
に
限
る

）
に
複
製

。

し
た
も
の

備
考一

一
の
項
イ
の
場
合
に
お
い
て
、
両
面
印
刷
の
用
紙
を
用
い
る
と
き
は
、
片
面
を
一
枚
と
し
て

額
を
算
定
す
る
。

二

一
の
項
イ
の
場
合
に
お
い
て
、
用
紙
は
、
原
則
と
し
て
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
三
番
ま
で
の

大
き
さ
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
を
超
え
る
大
き
さ
の
規
格
の
用
紙
を
用
い
た
場
合

は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
三
番
に
よ
る
用
紙
を
用
い
た
場
合
の
枚
数
に
換
算
し
て
枚
数
を
計
算

す
る
も
の
と
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号

岡
山
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

岡
山
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
大
型
乗
用
自
動
車
通
行
止
め
」
を
「
大
型
乗
用
自
動
車
等
通
行
止

め
」
に

「
自
転
車
及
び
歩
行
者
専
用
」
を
「
自
転
車
及
び
歩
行
者
等
専
用
」
に

「
歩
行
者
専
用
」

、

、

を
「
歩
行
者
等
専
用
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
の
二
中
「
自
転
車
及
び
歩
行
者
専
用
」
を
「
自
転
車
及

び
歩
行
者
等
専
用
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
十
二
の
項
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

真
庭
市
禾
津
三
二
八
番
二
地
先
か
ら
真
庭
市
蒜
山
下

長
田
三
一
番
二
地
先
に
至
る
間

別
表
第
三
の
十
七
の
二
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

十
七
の
三

主
要
地
方
道
倉
敷

倉
敷
市
酒
津
一
七
二
六
番
一
地
先
か
ら
総
社
市
清
音
上
中

清
音
線

島
三
○
三
番
一
地
先
に
至
る
間

別
表
第
三
の
二
十
三
の
二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
三
の
二

主
要
地
方
道
和

美
作
市
滝
宮
一
二
八
五
番
二
二
地
先
か
ら
美
作
市
滝
宮
五

気
笹
目
作
東
線

二
五
番
一
地
先
に
至
る
間

別
表
第
三
の
三
十
一
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

三
十
一
の
二

主
要
地
方
道
赤

美
作
市
滝
宮
五
二
五
番
一
地
先
か
ら
美
作
市
中
川
六
六
〇

穂
佐
伯
線

番
一
五
地
先
に
至
る
間

別
表
第
三
中
四
十
の
四
の
項
を
四
十
の
五
の
項
と
し
、
四
十
の
三
の
項
を
四
十
の
四
の
項
と
し
、
四

十
の
二
の
項
を
四
十
の
三
の
項
と
し
、
四
十
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

四
十
の
二

一
般
県
道
福
本
和

美
作
市
井
口
八
四
番
一
地
先
か
ら
美
作
市
中
川
六
六
〇
番

気
線

一
五
地
先
に
至
る
間

別
表
第
三
中
六
十
一
の
五
の
項
を
六
十
一
の
六
の
項
と
し
、
六
十
一
の
四
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

－
－

六
十
一
の
五

美
作
市
道
小
原

美
作
市
福
本
五
二

一
番
地
先
か
ら
美
作
市
井
口
八
五

井
口
線

四
番
地
先
に
至
る
間

大
型
乗
用
自
動
車
通
行
止
め

大
型
乗
用
自
動
車
等
通
行
止
め

自

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に

「
、

転
車
及
び
歩
行
者
専
用

自
転
車
及
び
歩
行
者
等
専
用

歩
行
者
専
用

歩
行
者
等

」
を
「

」
に

「

」
を
「

、

」
に
改
め
る
。

専
用

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

岡
山
県
労
働
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
地
方
労

働
委
員
会
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
労
働
委
員
会

会

長

西

田

和

弘

本
則
中
「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例(

平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号)

に
基
づ
く
」
を
削
り
、

「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
二
号

」
を
「
個
人
情

）

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

）

行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

）

八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和

四
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
令
和
五
年
岡
山
県
規
則
第
九
号

」
に
改
め
る
。

）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
収
用
委
員
会
訓
令
第
一
号 

岡 

山 

県 

収 

用 

委 

員 

会 

事 

務 

局 

 
岡
山
県
収
用
委
員
会
事
務
処
理
規
程
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
収
用
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
収
用
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会 
 

長 
 

奥 
 

田 
 

隆 
 

之 
 

 
 

 

別
表
第
二
中 

「 

二
十
五 

岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号
。
こ
の
号
に
お
い

て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
保
有
個
人
情
報
の
開
示
の
可
否
の
決
定
そ
の
他
の
条
例
の

施
行
に
関
す
る
事
務
処
理 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

を 「 

二
十
五 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
。
こ
の
号
に
お

い
て
「
法
律
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
保
有
個
人
情
報
の
開
示
の
可
否
の
決
定
そ
の
他
の
法
律

の
施
行
に
関
す
る
事
務
処
理 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

に
改
め
る
。 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号 

 

岡
山
県
収
用
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
収
用
委

員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
収
用
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会 
 

長 
 

奥 
 

田 
 

隆 
 

之 
 

 
 

本
則
中
「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号
）
に
基
づ
く
」
を
削
り
、

「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
二
号
）
」
を
「
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
百
七
号
）
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和

四
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
令
和
五
年
岡
山
県
規
則
第
九
号
）
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
五
号

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
岡
山
海

区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

本
則
中
「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例(

平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号)

に
基
づ
く
」
を
削
り
、

「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
二
号

」
を
「
個
人
情

）

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

）

行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

）

八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和

四
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
令
和
五
年
岡
山
県
規
則
第
九
号

」
に
改
め
る
。

）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
岡

山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

加

藤

卓

夫

本
則
中
「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例(

平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号)

に
基
づ
く
」
を
削
り
、

「
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
二
号

」
を
「
個
人
情

）

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

）

行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

）

八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和

四
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
令
和
五
年
岡
山
県
規
則
第
九
号

」
に
改
め
る
。

）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号



◎
公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学
告
示
第
一
号

平
成
二
十
年
公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学
告
示
第
一
号
（
簡
易
な
方
法
に
よ
る
開
示
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
個
人
情
報
の
指
定
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学
理
事
長

沖

陽

子

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月２８日　岡山県公報　第１２４８４号




